
「
乙き

の

巳と
み

の
新
年
を
迎
え
て
」

安
　

城
　

文
　

化
　

協
　

会
　
　
　
　
　
　

                            

会
　

長
　
石 

川  

清 

幸 

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

今
年
の
干
支
は
巳
年
（
み
ど

し
）
で
、
我
家
は
孫
４
人
を
含
み

延
べ
10
名
中
、
３
名
が
巳
年
生
ま

れ
で
最
大
勢
力
で
す
。
嫌
わ
れ
が

ち
な
イ
メ
ー
ジ
の
蛇
の
こ
と
を
知

ら
ず
し
て
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

（
私
は
ね
ず
み
年
）

　

少
年
時
代
の
蛇
を
思
い
浮
か
べ

る
と
、
先
ず
、
家
の
周
り
に
顔
を

出
す
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
ゆ
っ
た

り
と
庭
先
を
移
動
し
、
見
る
と
お

腹
の
あ
た
り
が
大
き
く
膨
ら
み
ネ

ズ
ミ
で
も
飲
み
込
ん
だ
よ
う
で
す
。

ま
た
、
近
く
の
湿
地
で
、
キ
ュ
ウ

ー
・
キ
ュ
ウ
ー
と
鳴
く
も
の
を
探

す
と
、
カ
エ
ル
を
頭
か
ら
飲
み
込

ん
だ
蛇
の
姿
は
、
少
年
の
目
と
耳

に
焼
き
付
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
次

に
、
畦
道
に
丸
く
渦
巻
に
な
っ
た

オ
レ
ン
ジ
模
様
の
蛇
（
ヤ
マ
カ
ガ

シ
）
が
い
く
つ
も
点
々
と
並
ん
で
、

僕
た
ち
は
木
刀
を
も
っ
て
し
て
も

前
に
進
め
ま
せ
ん
。
圧
巻
は
、
草

む
ら
で
蛇
に
遭
遇
す
る
と
、
先
ず

特
徴
で
あ
る
頭
の
カ
タ
チ
を
確
認

し
ま
す
。
三
角
形
で
あ
れ
ば
間
違

い
な
く
毒
の
あ
る
マ
ム
シ
で
す
。

あ
る
時
、
爺
さ
ん
が
川
の
土
手
の

草
刈
り
後
、
僕
た
ち
に
そ
の
場
所

で
遊
ぶ
な
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き

ま
し
た
。

　

い
た
ず
ら
っ
子
は
、
小
さ
い
蛇

の
し
っ
ぽ
を
つ
か
み
、
ぐ
る
ぐ
る

回
し
た
り
、
蛇
の
首
根
っ
こ
を
素

手
で
ギ
ュ
ッ
と
掴
ん
で
見
せ
た
り

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
そ
ん
な
嫌
わ
れ
者
の
蛇
で
す

が
、
何
故
か
む
や
み
に
い
じ
め
な

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

干
支
の
話
に
戻
り
、
巳
（
み
・

へ
び
）
は
、
「
執
念
深
い
・
怖

い
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
や

暫
く
食
べ
な
く
て
も
生
存
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
「
強
い
生
命
力
・
豊

穣
」
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
白
蛇
は
「
神
の
使
い
・
弁
財

天
の
化
身
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

「
蛇
の
皮
を
財
布
に
入
れ
て
お
く

と
金
運
が
ア
ッ
プ
す
る
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
縁
起
の
良
い
生
き
物
で

す
。

　

「
巳
」
は
、
本
来
子
宮
が
胎
児

を
包
ん
で
い
る
状
態
を
示
し
た
漢

字
で
、
「
植
物
の
種
子
が
誕
生
す

る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
巳
年

は
「
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
起
点

と
な
る
年
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
頭
が
よ
く
好
奇
心
も
強
く
、

獲
物
を
獲
得
す
る
ま
で
じ
っ
と
待

ち
続
け
る
よ
う
に
地
道
に
頑
張
り
、

確
実
に
結
果
を
手
に
す
る
強
さ
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

年
初
、
巳
年
に
元
気
を
も
ら
い
、

安
城
文
化
協
会
も
大
い
に
参
考
に

し
て
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
起

点
と
し
、
努
力
を
重
ね
、
物
事
を

安
定
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
決
意
い

た
し
ま
す
。

　
干
支
の
白
蛇

　
白
蛇
は
「
神
の
使
い
・
弁
財
天
の
化
身
」
と
し
て
信
仰

さ
れ
、「
蛇
の
皮
を
財
布
に
入
れ
て
お
く
と
金
運
が
ア
ッ
プ

す
る
」
と
言
わ
れ
る
。

1

発行：安城文化協会　〠446-0041安城市桜町17番11号（へきしんギャラクシープラザ内）　☎・　　　　0566（74）6066
　　info@anjo-bunka.org　　　　　https：//anjo-bunka.org

2025年（令和７）1月号（第170号）

ＨＰ

FAX



あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
会

長

石

川

清

幸

副
会
長

神

谷

恒

行

〃

加
藤
り
せ
子

〃

杉

山

幸

史

顧

問

三

星

元

人

〃

石

川

良

一

相
談
役

佐

野

豊

麗

〃

井

上

俊

一

〃

稲

垣

英

夫

〃

小

山

要

子

〃

加

藤

浩

明

監

事

丸
山
今
朝
三

〃

横

山

夕

葉

理

事

香

村

愛

子

理

事

沓

名

純

子

〃

長
澤
さ
つ
き

〃

水

上

保

之

〃

春
日
井
彩
由
美

〃

神

谷

勝

英

〃

杉

浦

和

子

〃

山

本

久

子

〃

朝

岡

一

秀

幹
事
長

大
見
由
紀
雄

副
幹
事
長

三

浦

久

義

事
務
局
長

石

川　
　

充

理

事

内

藤

華

岳

〃

石

田

靖

浩

〃

近

藤

義

行

〃

清

水　
　

均

〃

山

下

祥

石

〃

神

谷

芳

翠

〃

竹

内

紫

燕

〃

待

田

和

宏

〃

永
井
江
美
子

〃

山

本

英

子

〃

牧

久

〃

吉
田
小
夜
子

〃

山

本

昌

子

〃

木

村

恭

子

◆第81回安美展
　〇グリーンリボン賞
　・工芸・彫刻　市川　巧（豊田）
　〇特別賞
　・洋画　　伊藤　文夫（名古屋）
　・書　　　石川　春雪（安城）
　〇部門大賞
　・日本画　深谷　良一（刈谷）
　・洋画　　坂本由起子（名古屋）
　・書　　　築山みなみ（安城）
　・写真　　松尾　信行（岡崎）
　・工芸・彫刻　安藤　良輔（安城）
◆第49回愛知県文連美術展
　入賞
　〇県教育委員会賞
　　　　　日本画　永井　浩
　〇奨励賞　彫刻　　志字　弘一
　　　　　書　　　黒柳　知里
　入選　　洋画　　浅井　道子
　　　　　　　　　藤岡　延也
　　　　　書　　　石川　栄子
　　　　　　　　　稲越　雅子
　　　　　　　　　加藤　博久
　　　　　　　　　加藤フジ子
　　　　　　　　　築山　光子
　　　　　　　　　増田　久代
　　　　　　　　　水野マリ子
◆日本詩吟学院「全国優秀吟者吟道大会」

優勝（連吟の部）
　安城岳風会　都築令岳（令子）
さんと長女の舞衣さん・三女の志
緒さんによる四行詩「近江八景」
を順に詠う連吟で見事、全国優勝
されました。

　10月13日蒲郡市で開催された県
民茶会に安城市から安城茶友会が
宗徧流の橋本宗美さんの席主で参
加しました。

安美展受賞者の喜びの声（文協会員）

◎安城茶友会月例茶会（毎月）　
　１月12日㈰　　　  安祥閣 ほか
◎各流派共演安城詩吟道大会
　１月25日㈯　　　　昭林公民館
◎第22回安城凧あげ大会
　１月26日㈰　小川天神川原緑地公園
◎華道家元池坊　いけばな池坊展

   会 と 催 し
ー文協後援のものー

文 協 春 ま つ り文 協 春 ま つ り
２月 14 日㈮～ 16 日㈰／へきしんギャラクシープラザ（安城市文化センター）

皆さんのお越しをお待ちしております

2025
＊おめでとうございます＊＊おめでとうございます＊

・・期日・時間
　14日㈮・15日㈯　　９時～17時
　16日㈰　　　　　　９時～16時
・・場所　大会議室（３階）
・・安城文化協会所属の作家の中か
　ら、運営委員会により推薦され
　た方々の作品を展示します。
・・芸能部門からの応援ライブを予定しています。

・・期日・時間
　14日㈮・15日㈯　　９時～17時
　16日㈰　　　　　　９時～16時
・・場所　展示室２（３階）
・・安城文化協会幹事、事務局職員
　らの作品を展示します。
・・15日～16日はコーヒーサービス
　あります。

・・期日・時間
　15日㈯　　　　14時～15時30分
・・場所　講座室（１階）
・・演題「出会いが導く画家人生」

・・講師　丸山　今朝三　氏

◆文化協会選抜展◆ ◆ ご あ 展 ◆ ◆ 文化講演会 ◆

　この度は栄誉ある安美展におい
て部門大賞（愛知県知事賞）をい
ただき、感謝の気持ちで一杯です。
これも偏に関係者の皆様や師のお
かげと心より御礼申し上げます。
一時は出品を諦めかけた事もあり
ましたが、仲間の励ましにより継
続して本当に良かったと思ってい
ます。
　題材は今大河ドラマでブームの
紫式部の「紫」を選びました。墨
の濃淡、造形や余白の活かし方か
ら高貴で雅びな紫色を感じられた
らと思いながら取り組みましたが、
なかなかできず苦慮致しました。
　以前は時間も忘れて夜中まで制
作活動をしていましたが、今は無
理をせず楽しみながら作品制作に
向き合っています。今後ともご指
導を賜ります様お願い致します。

　この度、安美展におきまして特
別賞（三河安城ロータリークラブ
賞）をいただきまして心より御礼
申し上げます。
　作品は陶淵明詩を隷書で書いて
みました。隷書はやや平たい字形
です。横画のうねりや払いをリズ
ミカルに表現し、にじみとかすれ、
余白など調和のとれた明るい作品
になるように心掛けました。
　書道を長年続けられたのは、共
に歩んでいただきました墨心会の
皆様のお陰だと感謝しております。
安美展は私にとりまして大切な作
品発表の場であり、伝統文化であ
る書道に親しみ、これからもなお
一層精進してまいりたいと思いま
す。今後とも、ご指導賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

墨 心墨 心  会会
　　石川　春雪石川　春雪

超超  墨墨  会会
　　築山　みなみ築山　みなみ

　２月14日㈮～17日㈪アンフォーレ
◎わかいめ教室合同展
　２月18日㈫～23日㈰市民ギャラリー
◎清水裕貴・山田順子　箏・ピアノ　
　ジョイントコンサート
　３月14日㈮　　　　昭林公民館
◎第37回竹友会　民謡と和太鼓発表会
　３月16日㈰　市民会館サルビアホール
◎第27回八彩会展
　３月27日㈭～30日㈰　市民ギャラリー
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　日展等で入選、上位入賞された本協会員の作

品です。

　日展名古屋展は、１月22日から２月９日まで

愛知県美術館ギャラリーで開かれます。

ギ ラ ーャ リ

日展　大参　富士子
工芸美術「光響（きずな）」

日展　加藤　伴子
工芸美術「花達のロンド」

白日会創立百周年記念展　野々山　耕
洋画「修理工場にて」

日展　神谷　恒行
日本画「BAKUSUI（爆睡／瀑水）」

日展　平松　弘子
工芸美術「雷雲迫る」

毎
日
書
道
展　

神
谷 

光
園　

書
「
雲
龍
風
虎
」
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